
仮想化ビジネスの展

開を加速していく。

VMware ESX

Serverは、IAサー

バ（物理サーバ）

を仮想マシンに変

換し、異なるOSで

稼働しているアプ

リケーションを、

ハイパフォーマン

スマルチプロセッ

サ環境で、高いス

ケーラビリティ能

力を持つ、より少

数のエンタープライズサーバに統合

する。複数のOSを1台のマシンに

統合・集約することで、より柔軟性

の高いシステム構築が可能となる。

このようなサーバ統合ソリューシ

ョンは、システム構成の標準化・集

中化による管理レベルの向上によ

り、TCOも含めたコスト削減と、

稼動率向上の両立を図ることによる

ROIの向上が期待できる。

NTTデータでは、VMwareによ

るサーバ統合ソリューションにおい

て、大容量・小型で、かつ省電力設

計なSun Fire X4600 M2、X4150、

X4450などの「Sun Fire x64サー

バ・ファミリ」を推奨している。

「VMwareを導入することによ

り、大規模なリソースプールができ、

メモリもディスクも、もちろん

企業の IT化は加速度的に進み、

オフィスにはWindowsやLinuxな

ど様々な IAサーバの導入が進行し

ている。ファイルサーバやWebサ

ーバなど様々なサーバが増加し、サ

ーバの散在が引き起こす、「TCOの

増大」、「信頼性の低下」、「セキュリ

ティレベルの低下」、「OS移行コス

トの発生」など、多くの課題が発生

している。

このような課題の解決策として、

NTTデータは、2001年より仮想化

ソフトの業界標準「VMware」製品

を活用したソリューションを提供、

これまでにVMware製品の検証・

社内での使用などによりノウハウを

蓄積し、Windowsシステムの開発、

構築や IAサーバの運用等に活用、

既に多くの導入実績がある。また、

VMware認定技術者（VCP）の拡

大を図り、NTTデータ先端技術で

は、2007年７月よりVMware認定

トレーニングセンターを開設した。

さらにNTTデータでは、2008年

４月より、IAサーバを使ったイン

トラネット構築部署をMS開発部と

して設置し、今後更なるサーバ統合
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NTTデータ、サン・マイクロシステムズとの
パートナリングを強化し、サーバ統合ビジネスを加速

●サン・マイクロシステムズ

サーバを仮想化し
統合する

仮想化によるサーバ統合を、そのパ
フォーマンスで支援する「Sun
Fire x64サーバ・ファミリ」

http://www.bcm.co.jp/


CPUも、それぞれの仮想マシンが

個々のリソースを占有しているか

のように利用することができま

す。」（NTTデータ　齋藤洋氏）

サン・マイクロシステムズが提

供する「Sun Fire x64サーバ・フ

ァミリ」は、最大16コアのプロセ

ッサを搭載可能。高いエネルギー

効率による省電力性／省スペース

性と、最高レベルの性能および信

頼性を備え、Solaris／Linux／

WindowsなどのOSを動作させる

ことが可能だ。

「Sun Fire x64サーバ・ファミリ

のシリーズ最速のSun Fire X4600

M2サーバは、最大８ソケットまで

拡張可能な、業界初のコンパクトな

4Uラックマウント型筐体が特長で

す。また、将来のプロセッサに対し

ても、モジュール構造により容易に

アップグレードできます。本年５月

にはクワッドコアプロセッサを搭載

したモデルも追加され、最大 32コ

アまで拡張可能になります。この高

速かつスケーラブルな演算パワー

は、VMware を使用してのサーバ

統合において、その威力を最大限に

発揮できます。」（サン・マイクロシ

ステムズ　遠山尚雄氏）

NTTデータでは、VMwareによ

るサーバ統合システムを提案し、多

くの構築実績がある。その代表例と

して、全国に分散されたWindows

サーバをSun Fire X4600 M2７台に

集約し、統合した事例がある。

「拡張性や集約率の面からサン・マ

イクロシステムズ社製のラックマウ

ント型（X4600 M2、X4150、X4450）

に魅力を感じており、サーバ統合構

築のご提案機会は多くなっています。

私どもは、SIerとして培った実際の

システム構築経験を活かし、サーバ

統合のメリット・デメリットを十分

に考慮し、お客様に最適なVMware

のサイジングをご提案することがで

きます。」（NTTデータ　坂野雅子氏）

企業や自治体のセキュリティ対策

やPCの運用コストを抑えたいとい

うニーズが高まっている。このよう

なニーズに対して、NTTデータで

は、OSや記憶装置を一切持たない

専用端末「Sun Ray」を活用した

VMware＋Sun Rayによるシンク

ライアントソリューションを提案、

構築している（図１参照）。

NTTデータが提供する仮想化ソリ

ューションの特長は、分散された

Windowsサーバを統合するほか、

Sun Ray Serverも含めて、VMware

による仮想マシンにすべて１つに集

約できることだ。VMwareがサポー

トしているゲストOSであればすべ

て集約・統合し、OSやアプリケーシ

ョン資産を活かすことができる。

サン・マイクロシステムズでは、

仮想化ソリューションを 60日間無

償で体験できる「Try & Buyプログ

ラム」を用意している。

「今後もNTTデータ様とサン・マ

イクロシステムズは、豊富な構築ノ

ウハウと革新的な技術を駆使し、お

客様に最適な仮想化環境を提供して

いきます。」（サン・マイクロシステ

ムズ　小出洋介氏）
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VMware＋Sun Rayによるシンク
ライアントソリューション構築例

仮想化環境を体験できる
Try & Buyプログラムを提供
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図1 VMware＋Sun Rayによる仮想PC型シンクライアントシステムの構成例
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